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　埼玉県印刷工業組合の平成25年度通常総会が、５月
17日（金）、大宮サンパレスで開催されました。高崎
線の列車事故で、開催時間に間に合わない組合員が何
名もいたのですが、そんな突然のハプニングの中、定
刻になり総会をスタートさせました。佐藤副理事長の
開会のことば、惠理
事の印刷産業人綱領
斉唱に続き、新井理
事長のあいさつがあ
りました。「印刷業界
は、事業縮小や顧客
の内製化、印刷通販
の拡大といった経営
環境の変化の中、価格
競争が常態化し、疲弊
しています。なんとか
改善しなければなりま
せん。こんな時代だか
らこそ、仲間と会って
語り合えば知恵もわい
てきます。組合を大い
に利用していただきたい。」
　司会の大谷専務理事より、出
席者26名、委任状提出23名で総
会成立と報告があり、大宮支部
高橋徹理事が議長に選出され、
議事に入りました。
１．平成24年度事業報告
２．平成24年度収支決算及び監査報告

（椎橋俊夫、今津利之助両監事）
　以上を一括審議、承認され
ました。続いて、
３．平成25年度事業計画案
４．平成25年度収支予算案
　大谷専務理事から予算の詳
細の説明があり、審議され承認されました。
５．借入金の最高限度額決定
　特に質問もなく承認され、井坂理事が閉会のことば
を述べて総会を終了しました。

埼玉県印刷工業組合
平成25年度 通常総会開催

　総会終了後、埼印工組主催第３回メディア・ユニバー
サル・デザイン（ＭＵＤ）コンペティションの表彰式
を行いました。

　理事長賞に望月印刷㈱ 岩崎俊雄氏、富士フイルム賞
に埼玉県立越谷総合技術高等学校 松岡大雅・木村隆
寛氏、アルスコンピュータ専門学校 磯　理仁氏、㈱ア
サヒコミュニケーションズ塚田展弘氏、モリサワ賞に
アルスコンピュータ専門学校 深野志保氏、㈱埼京印刷 
左藤裕之氏、関東図書㈱ 中原雅之氏が受賞されました。

開会のことば：佐藤副理事長

　挨拶：新井理事長

司会：大谷専務理事

議長：高橋理事

監査報告：今津監事・椎橋監事

閉会のことば：井坂理事

　理事長賞受賞：望月印刷㈱ 　岩崎俊雄氏

　メーカー賞受賞
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　続いてブライター・レイターの山下潤一郎氏と日本
フォーム印刷工業連合会専務理事の山口　実氏を講師
に迎え、「未来を破壊する」―厳しい印刷市場の進路を
示す新しい常識―を議題に講演会が開催されました。

　多くの印刷会社が必要と
している共通の課題とし
て、新たな商材を開発する
ことと、それを販売する適
切な人材の確保を挙げ、こ
のような人材はフルタイム
雇用は不要で、戦略的に重
要なのは外部専門家との幅
広いネットワークを構築す
ることと指摘。印刷ビジネ
スではなく「コミュニケー
ションビジネス」を提供し
ていく重要性を強調した。
　さらに、“未来を破壊”
していくための主なキーフ
レーズとしては、①外へ出
よう＝自社の壁の向こうに
ある世界を見てみる②敵と
寝る＝顧客のニーズと競合
企業の先を行くため、自分

を廃業させようとする者に投資する③企業家精神を再
度持つ＝企業家とは、ほかの誰にもないアイデアを持
ち、それに従って行動する人のこと――などを紹介。
　国内印刷市場の「新しい常識」をつくる視点として
は、コア事業への集中、コンプライアンスの強化、ファ
ンづくりとブランディング、新しいビジネスモデルの
構築、日々進化するメディアやコンテンツと市場の
ニーズの変化を知り、それらを事業へ落とし込みなが
ら新しい顧客層を開拓すること、といったポイントを
挙げた。

講演会　　「未来を破壊する」―厳しい印刷市場の進路を示す新しい常識―

講師：山口　実 氏

講師：山下潤一郎 氏
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　平成25年6月7日㈮・8日㈯の両日、関東五県印友
会・埼玉大会が、山の緑と川の青さに囲まれた長瀞・
長生館で開催されました。

１日目 　埼玉県印刷工業組合は揃いのオレン
ジのポロシャツに身を固め、担当工組

としてこの埼玉大会開催に対する並々ならぬ思いを込
めて出席者の方 を々お出迎え。お客様が到着するにつれ、
外は雨模様になり、綿密に準備された観光プログラム
に支障をきたすのではと心配されましたが、昼食をとり、
そろそろ出発という頃には雨も上がり、絶好の観光日
和となりました。
　一行はバス2台に分乗し、長瀞の歴史を醸す宝登山
神社へ到着。宮司様のご案内により、本殿にて参拝。
境内の諸社を巡り、厳かな雰囲気の中、御神特を受け
てまいりました。神社を後にし、長瀞ライン下りへと
移動。この日は川の水量がやや少ないとのことで、川
の急流を楽しむというよりは、ゆっくりと時間をかけ
て有名な岩畳や美しい景色を堪能しました。
　予定された観光プログラムを終え、15時30分より
埼玉大会「学びの部」と銘打った全体会議がスタート。

   関東五県印友会・埼玉大会開催される平成25年度

　印友会 吉田吉太郎会長のご挨
拶後、当工組 新井理事長を議長
に共創ネットワーク、業態変革、
CSR、デジタルとアナログの融
合、過当競争、安心安全健康管
理、BCP、印刷通販、MUD、最
低制限価格、印刷の未来をテー

マに各参加工組から様々な意見、情報が出され、有意
義な意見交換の場となりました。また、当工組青年部
より出向、全青協副議長の惠氏も意見を求められ、青
年部活動の重要性が周知されました。充実した時の経
つのは早いもので、予定された2時間はあっという間
に過ぎ、次期開催群馬県工組 石川副理事長の閉会挨
拶にて会議終了。

　休憩をはさみ、いよいよ懇親会へ。当工組 佐藤副
理事長の歓迎の言葉、御来賓の関東五県印刷工業厚生
年金基金 常務理事 堀口昌秀様、関東甲信越静地区印
刷協議会 会長 日暮秀一様のご挨拶をいただき、当工
組 岩渕副理事長の乾杯でスタート。
　アトラクションでは秩父屋台囃子保存会 飄

ひょっとこかい
東鼓会に

よる大迫力の秩父太鼓と軽音楽の夕べと題して埼印工
組が誇る軽音楽グループ「ラフランス」によるハーモニ
カ演奏で懇親会は最高潮に。長期にわたる練習の成果
が発揮されました。中締めは当工組 櫻井副理事長の「川
越締め」にて行われ、埼玉の魅力満載の懇親会は終了。
　二次会は遊び心たっぷりで盛り上がり、熱い長瀞の夜
は更けていきました。

挨拶：吉田会長

宝登山神社の前で アトラクション：秩父太鼓

全青協報告：惠理事 官公需報告：岩渕副理事長
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　 は じ め に 総 資
産 30 億 円 中、 不
良資産や遊休資産
となっていた８億
円の土地を売却し
債務リストラを断
行。一方で借金を
しても必要な最新
設 備 に は 投 資 し
た。続いて生産設
備を拡大、再生か

ら飛躍へ向けたビジネスモデルと品質管理体制の確立
を推進しながら右肩上がりに業績を推移させていく。
そして、2010 年の戸田工場竣工を好機に独自のビジ
ネスモデルを深化させ、さらなる成長を目指した。
　2012 年 か ら 2014 年 ま で の 今 期 は、「GP（Go 
Public）2014」をスローガンに最高の売上へ挑戦中。
従来の印刷業界の常識にとらわれることなく、会社、
社員の質、モラルといったすべての面でパブリックな
会社へ進化すべく、新たな価値判断のできる人材教育、
意識改革へ着手している。
　改革の柱は、①価値観の共有②「印刷ファンドリー
を目指す」「日本一の印刷技術者集団を目指す」とい
うミッションの共有③経営・業務・情報・人事の「見
える化」――の３つ。価値観の共有では５つの行動指
針（顧客＝品質重視、相互の尊敬、チームワーク、改
革への挑戦、学習する組織づくり）を進めている。
　ミッションの共有へ向けては、毎年７月に社外で開
催する１泊２日のリーダーシップミーティングで業績
の共有や新年度の目標・事業施策の発表などを通じ、
社員の資質と意識、士気の向上を図っている。このミー
ティングは役職に関係なく各部署でリーダーシップを
発揮していたり、今後発揮する可能性のある社員を経
営陣が選抜し招待するため、招待を受けた社員はモチ
ベーションがアップし、それが自己成長と全社的な意
識の向上へとつながり、好循環を生んでいる。

「よく学び よく遊び よく稼ぐ」ために  －長瀞 長生館にて－

２日目 講演会：株式会社ウエマツ社長 福田浩志氏の経営戦略に学ぶ

下請けのプロへ　　　「生産設備に投資」
　福田氏は、創業者はその強烈な個性で事業を発展さ
せるが、２代目が事業を発展させていくには社員との
価値観の共有が不可欠である。印刷業界へ転身してま
ず感じたのが“全体的な元気のなさ”だった。社員の
マインドを変えることが大切と考え、彼らが家族に胸
を張れる、プライドが持てる会社にしようと決めた。
証券マンの目で見ると印刷業界は確かに右肩下がりだ
が、キラリと光る強みがある印刷会社なら必ず伸びる、
と断言する。
　（株）ウエマツは現在、18台124胴の印刷設備と４
台のCTPで１日平均1300版（繁忙期は3500版）の生
産力を有する「枚葉印刷専業の受託製造専門会社」。顧
客は100％印刷会社であり、2010年に埼玉県戸田市
に戸田工場を竣工したことでいっそうの生産力増強を
図り、新日本有限責任監査法人による監査を受けなが
ら経営の透明性を高めている。
　福田氏は大学卒業後、大手証券会社で上場企業の増
資や社債発行、資本施策の立案・提案、Ｍ＆Ａ提案、
公益法人等の資産運用業務を担当した後、2003年か
ら婚家であるウエマツの経営に２代目として携わるこ
ととなる。当時のウエマツは業績悪化や金融財政の変
化を受け、資金ショート寸前という大変厳しい経営状
況にあった。

日本一の技術集団　　　「ミッション共有を」
　そこで福田氏は証券マンの経験を活かし、金融機関
視点からの財務立て直しを喫緊の課題に据え、３年ご
との段階的な中期経営計画を策定した。ウエマツ再生
にあたっては、下請け専門か、機械を捨てて営業に特
化するのか、というようにいくつかの選択肢はあった。
しかし、様々な角度から事業を見つめ直し、最大の強
みである生産力を武器に下請けのプロ中のプロ、“業
界最大の印刷ファンドリー（受託製造専門会社）”と
自社を再定義するに至った。

株式会社ウエマツ　社長　福田浩志氏
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平成25年度 営業士会総会

　引き続きブライター・レイター 代表 山下潤一郎氏
が「『未来を破壊する』印刷営業とは」と題し、ジョー・
ウェブ博士とリチャード・ロマノ氏の共著で米国で
2010 年に発行され、ご自身が翻訳された『未来を破
壊する』で、これから私たち印刷営業が破壊すべき未
来と切り開くべき未来を端的に指し示してくださいま
した。
　その後は、第Ⅲ部の懇親会
へと移り、新井理事長の祝辞、
たつみ印刷株式会社 新 道行
会員の乾杯によりスタート、
和やかなうちに散会となりま
した。

6月15日（土）　マロウドイン熊谷

　埼玉県印刷営業士会総会が、6 月 15 日（土）マロ
ウドイン熊谷で開催されました。当日は出席 23 名、
委任状提出が 14 名、合計 37 名での議案審議となり
ました。
　冒頭で、株式会社アサヒコミュ
ニケーションズ 新井啓輔会員の
先導による印刷産業人綱領の斉
唱で会員の心を一つにする事が
できました。
　続いて齊藤 清会長より、印刷
ネット通販会社の急成長の事例
が 2 例紹介され、そうした中で私たちは総合印刷業の

強みは何かを良く理解し、お
客様の良きアドバイザーとな
るために、知識を高め、そし
てお客様から信頼され、喜ば
れる営業マンになって欲しい
と結びました。
　齊藤会長が議長に選任さ

れ、第 1 号議案、第 2 号議案ともに滞りなく提案どお
り承認されました。
　その後、来賓を代表して新井正敏組合理事長が祝辞
に立たれ、その中で印刷業は
現在変革の真っ只中にあり、
世の中の変化に対応した独自
性を発揮してゆく必要があ
る。営業士としての誇りを堅
持し、学び行動する。そして
お客様の要望以上のコト・モ
ノを提供することにその価値を見出して欲しい。組合
としてもそのための支援を惜しまないことを約束して
いただきました。
　総会終了後、第Ⅱ部のセミナーでは日本フォーム印
刷工業連合会 専務理事の山口 実氏が「破壊し、そし
て創造するのは何か！」と題し、日米のフォーム印刷
市場の変化と新たな受注の仕組み作りの必要性につい
て講演されました。

山口 実氏 山下潤一郎氏

綱領唱和：新井啓輔会員

齊藤会長あいさつ

来賓あいさつ：新井理事長

新
あたらし

会員による乾杯
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青年部だより 

　５月28日（火）、青年部会通常総会が埼玉県印刷工業
組合 新井理事長ご出席のもと、大宮・宇宙劇場におい
て開催されました。
　馬場幹事の司会で開会、望月幹事による印刷産業人

綱領斉唱が行われ、新会長が
あいさつで２年目の抱負を熱
くのべました。続いて来賓の
新井理事長が、青年部への期
待と激励のあいさつをのべ、
新会長が議長になり議事に入
りました。
　里見会計が事業報告、島田
会計が決算報告、惠監事の監
査報告と続き、新しい体制の
一部変更報告、平成25年度
事業計画、収支予算が承認さ
れました。㈱協和テック 浅
野貴之社長が新会員として紹
介されました。また、青年部
結成時からの会員であった高
橋 徹前会長が卒業となり記
念品が渡されました。
　総会終了後、新会長より

「チャイナプリント2013」の
報告があり、会場を移しての
懇親会で懇親を深めました。

平成25年度 青年部会通常総会開催される
５月28日㈫ 大宮・宇宙劇場にて

役員は以下の通りです。

　　会　長　　新　道行
　　副会長　　大川正行・新井貴之・海野了一
　　会　計　　島田高敏・里見貴大
　　監　事　　惠　勇人
　　幹　事　　馬場高成・馬場直輝・大谷祐一・
　　　　　　　仁居弘一・田村耕次・望月　諭

初 代 会 長 櫻 井 豊 喜
２ 代 会 長 大 谷 純 一
３ 代 会 長 市 川 博 也
４ 代 会 長 間 庭 正 記
５ 代 会 長 飯 田 一 義
６ 代 会 長 高 橋 　 徹
７ 代 会 長 井 坂 　 功
８ 代 会 長 惠 　 勇 人
９ 代 会 長 新 　 道 行

浅野新会員あいさつ 高橋前会長へ卒業記念品贈与

印刷産業人綱領斉唱：望月幹事

挨拶：新井理事長

挨拶： 新
あたらし

青年部会長

決算報告：島田会計 監査報告：惠監事
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株式
会社 深谷カーボン
信頼と技術、ガッツなパートナー

ホームページ　http://www.ksky.ne.jp/~youichi/

〒360-0004　埼玉県熊谷市上川上952-5
電 話  048-520-1649　 FAX  048 -520-1410

バックカーボン・ナンバーリング印刷
カッターミシン・伝票丁合・セパレートワックス・減感加工

　今回の CHINA PRINT 2013 in 北京では展示会場は
W1～W4、E1～E4の８会場の他、入りきれず駐車場スペー
スに11個の仮設棟が設置され、合計19会場となる展示会
でした。広さは160,000㎡、入場者数は183,809人に上り、
drupaに次ぐ規模の国際印刷展となりました。
　 出 展 社 数 は、117 ヶ 国、1,326 社 に 上 り、4 年 前 の
CHINA PRINT 2009に比べ、60％も規模が拡大している。
日本メーカーは尖閣諸島問題の影響を受け、入り口から一
番奥のE4棟に押し込められるか、仮設棟への移動を求め
られた。富士フイルムやキヤノン、リコー、コニカミノル
タ、エプソン、大日本スクリーン、三菱重工は、E4で出展し、
インキメーカー各社は仮設棟で出展しました。

【総括】
　空気は悪いが、商売は良いと感じます。欧米系の力の入
れ方は、日本の展示会の比ではなく混沌こそが成長の証な
のでしょうか。
　出版印刷、パッケージ、ラベル、前工程、材料、印刷機、
後加工機が入り乱れて出展され、総じて、パッケージ、ラ
ベル、袋等の紙器の比率が高く、後加工展示が多彩なのは

“世界の工場”の面目躍如。
　デジタルは“紀元前”とまでは言えませんがまだまだで、
UV IJのバーコード印刷と検査装置が多いのはパッケージ対
応と品質が上がった証拠です。

　今回の見どころは中国メーカーの圧倒的コスト競争力が
炸裂し、半裁、単独の後加工は中国一色で品質は見ている
分には申し分なく、知的財産権と、サービス網の問題をク
リアすれば、日本を含む世界市場に出れると思われます。
　日欧米系の後加工機は、システム化、自動化、モジュー
ル化で対抗し、特に基本の本体に追加のモジュールを搭
載することで、自在に複雑な後加工に対応できるMBO、
Petrrattoが面白く感じました。
　また中国製オフセット、フレキソ印刷機が多く揃い、ラ
ベル、パッケージ用に多彩な中国メーカーの印刷機が展示
されていました。
　中でもフィルム対応が重視されており、UV印刷が主力
ですが、昔から品質と検査が伴わず、やっとバーコード印
字が重要と認知され、検査装置が多彩に出展。ただし検査
装置は、高速演算装置の価格は日本と変わらないので、“格
安”検査装置は見当たりませんでした。
　DRUPAでもみられたパートナーとの、ターゲット市場別
の展示で、商業印刷、パッケージ、出版、サインにきっち
り分かれて展示され中国国内での販売チャネルも市場別に
なっていて非常に考えさせられる展示会でした。

青年部だより  CHINA PRINT 2013 in 北京　報告レポート
開催期間：5/14 〜 18（レポート： 設楽印刷機材株式会社  設楽剛史）



（9）

No.127
埼 印 工 だ よ り

埼

洋

会

会

員

＊
洋
紙
の
ご
需
要
は
地
元
埼
玉
の
洋
紙
店
を
＊

㈱
大
塚
紙
店

〒
355-

0328 

比
企
郡
小
川
町
大
塚
一
〇
八

☎
〇
四
九
三（
七
二
）
〇
〇
三
〇

代
表
取
締
役
社
長　

大
塚
　
　
暁

㈱
共
同
紙
販
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

本
　
　
社
　
　
　
☎
〇
三（
五
八
二
六
）
五
一
七
一

〒
110-

0014　

東
京
都
台
東
区
北
上
野
一-

九-

一
二

住
友
不
動
産
上
野
ビ
ル
６
F

北
関
東
支
店
　
☎
〇
四
八（
五
七
二
）二
五
二
五

〒
366-

0051　

深
谷
市
上
柴
町
東
五-

二
二-

二

代
表
取
締
役
社
長　

郡
司
　
勝
美

武
　
　
正
㈱

〒
367-

0047 

本
庄
市
前
原
二-

三-

二
五

☎
〇
四
九
五（
二
四
）
一
一
七
一

代
表
取
締
役
社
長　

武
正
　
進
介

溝
口
洋
紙
㈱

〒
330-

0004 

さ
い
た
ま
市
見
沼
区
御
町
一-

三
三

☎
〇
四
八（
六
八
五
）
〇
七
一
一

代
表
取
締
役
社
長　

溝
口
　
泰
男

㈱
吉
　
　
岡

〒
356-

0011 

ふ
じ
み
野
市
福
岡
五
六
一-

三

☎
〇
四
九（
二
五
三
）四
九
八
五

代
表
取
締
役
社
長　

吉
岡
　
　
薫

　埼玉県中小企業団体中央会 第30期役員として、新井理事長が
副会長に就任しました。我が埼印工組としては初めてのことです。
　新井理事長は「今後は、中央会とのパイプを太くし、他の組合
との交流も深め、当工組も含めた中央会活動の振興推進に努めて
いきたい」と熱く抱負を語られました。

新井理事長　埼玉県中小企業団体中央会副会長に就任
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　関東甲信越静地区協議会の平成24年度下期定例会
が、品川ハイデルベルグ・ジャパン会議室で開催され、
埼印工組から新井理事長始め６名が出席しました。主
管は群馬県工組（吉田理事長）。

　日暮会長（千葉県工組
理事長）が、開会に先
立ち、「全印工連産業
戦略デザイン室では、
『産業成長戦略ビジョ
ン』を今年10月に発表
する。より理解して頂
くために、過去８年間
にわたる業態変革から、

『ソリューション・プロバイダーへの進化』など既に
発行した冊子に改めて目を通していただきたい。また、
MUD、CSRなどの事業を展開しているが、積極的に
事業に取り組んでいただきたい。」と挨拶を述べました。
　全体会議で全印工連 島村会長が述べたあいさつと
メッセージのなかで、仕事は、第一、第二、第三、第
四と四つの領域に分けられる。かつては緊急かつ重要
なことを求めて組合に加入した会社が多かったが、最
近はそれが機能しなくなっている。これからは企業の
発展に重要な情報を得ること、緊急でないが重要であ
る第二領域が、大変大切である。組合活動はまさにそ
の領域である、とその必要性を述べました。

　続いて全印工連事務局による事業概況説明、池田委
員長によるCSR事業と認定制度説明があり、池田委員
長からは、認定制度の重要性・必要性、取り組みの説
明の他、CSR認定制度は現在24社の申込があり、モラ
ルの底上げを目指し、外部発信を行っていくとのべま
した。

　この後、理事長会、経営革新・マーケティング委員会、
環境・労務委員会、組織活性委員会、教育研修委員会、
CSR推進委員会、官公需対策委員会に分かれ、それぞ
れ活発な議論が交わされました。そして全体会会場に
戻り分科会報告が行われました。
　主管県の群馬工組 吉田理事長からお礼の挨拶がの
べられ、山梨県工組 佐野理事長へ大会旗が伝達され、

佐野理事長が「次回年度大
会は、７月５日・６日の両日、
甲府富士屋ホテルで開催す
る。テーマは『富士の国山
梨で、確認しよう印刷の底
力。』山梨ならではの大会に
したい」と挨拶されました。

　懇親会では、会場を提供して頂
いたハイデルベルグ・ジャパン㈱ 
ラーセン社長から、「来年も是非こ
の会場を使って下さい」との確約
も頂き、和やかに懇親を深めました。

関東甲信越静地区協議会下期定例会 開催

日暮会長

出席者

緊　急 緊急でない
第 一 領 域 第 二 領 域

・締切のある仕事 ・人間関係つくり
・クレーム処理 ・健康維持
・切羽詰まった問題 ・リーダーシップ
・病気や事故 ・真のレクレーション
・危機や災害 ・勉強や自己啓発 など

第三領域 第 四 領 域
・突然の訪問 ・暇つぶし
・多くの電話 ・単なる遊び
・多くの会議や報告書 ・だらだら電話
・無意味な接待や付き合い ・待ち時間
・雑事 など ・テレビ など

重

要

重
要
で
な
い

群馬県から山梨県へ

ラーセン社長
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▼浦和支部 2012年８月 暑気払い/勉強会・2013年4月総会/親睦旅行支 部 だ よ り

豊かな新世紀を拓く！
新しい時代の「企業づくり」のアドバイザー

●印刷関連機器・材料販売

●Macintosh・Windows出力・教育・保守サービス

●ITビジネス支援事業

訃 報
平成25年3月10日　 アート印刷㈱　（大宮支部）
　　　　　　　　　　　ご尊父　山田 道海様（101歳） 
平成25年５月20日　関東五県印刷工業厚生年金基金
　　　　　　　　　　　理事長　小口 高秀様（74歳） 

心よりお悔やみを申し上げます

　2012年8月9日（木）、浦和割烹料理や玉家にて埼
玉県印刷工業組合浦和支部の暑気払いを兼ね全日本印
刷工業組合連合会のお勧めの特別ライセンスプログラ
ムの勉強会を行いました。出席者13名楽しいひと時
を過ごすことができました。

　2013年4月6日（土）、7日（日）、総会を兼ね親睦
旅行を行いました。場所は香取神宮正式参拝をし、夕
刻犬吠埼ホテルに宿泊し、翌日銚子の岬めぐりをしま
した。ヒゲタしょうゆを見学し帰路につきました。
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 「46年ぶりの再会」　
大谷純一　　三共印刷（株）

紙上作品展作品募集中! 皆様のすてきな作品を募集しています。
応募、お問い合せは埼玉県印刷工業組合事務局まで。奮ってご応募ください。

作品名：さいたま THE（地）スイーツフェアポスター

株式会社アサヒコミュニケーションズ
塚田 展弘

作品名：お出かけサイコロマップ

関東図書株式会社 / 中原 雅之

MEDIA 
UNIVERSAL
DESIGN

テーマ　「わくわく埼玉」または「フリー（自由）」

募集期間
平成25年
1/7㈪

～

3/31㈰

第3回 
メディア・ユニバーサル・デザイン（MUD）

コンペティション入賞者作品

株式会社モリサワ賞

作品名：報・連・相ポスター

株式会社埼京印刷 / 左藤 裕之

富士フイルムグラフィックシステムズ株式会社賞

埼玉県印刷工業組合理事長賞
作品名：ecomate（エコメイト）
　　　　ご当地コバトンシリーズ

望月印刷株式会社 / 岩崎 俊雄


